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１．研究計画の概要 
 本研究は，「障害のある人が人間として尊
厳を持ち自らのライフスタイルを選択でき
る社会」をいかに築いくのかという視点から，
障害家族への包括的な社会的支援のあり方
について構想しゆく研究の一環としてある。 
 （１）障害のある子、とりわけ重度知的障
害と呼ばれる子を抱える家族の困難の根本
的問題を明らかにすること 
 （２）障害のある人を排除する日本社会の
仕組みを明らかにすること 
 （３）「障害の医学モデル」による専門的
支援の限界とその問題性を明らかにするこ
と 
 （４）現状の医療・保健、教育、社会福祉
分野の支援の基本的枠組みにおける「障害の
医学モデル」と専門的支援の関係を明らかに
すること 
 （５）障害当事者運動がもとめた「障害の
社会モデル」に基づく支援、障害のある人の
尊厳ある支援とは、どのような支援かを構想
すること 
 
２．研究の進捗状況 
 現在まで，障害者家族の生活世界から問題
および解決のあり方を探るための関係者へ
の承諾を得て行ったインタビュー調査研究、
日本社会における社会的障壁を探るための
文献による歴史的研究、先進的取り組みを行
っている海外への現地調査および関係者へ
のインタビュー調査研究により、以下の点が
明らかとなった。 
 （１）重度知的障害と呼ばれる人びとが抱

える社会的困難の最も大きなものは、当事者
と周囲の人びとを繋ぐコミュニケーション
のあり方に発生する。そして、知的障害と診
断されることにより，学校教育をはじめその
後の人生の選択が決定されてしまうことで
ある。 
 （２）知的障害のある人びとを「適切に」
処遇するためになされる「診断」が結果とし
て、本人の人生選択を狭める壁となっている。
この背景には江戸期身分制度の「排除の差
別」があり、近代において「障害の医学モデ
ル」が形成され，社会福祉政策における隔離
収容型処遇の根拠となっていた。 
（３）重度知的障害のある人びとのコミュニ
ケーション支援が十分に進展しない社会の
壁として、「障害の医学モデル」である表出
言語を前提とする専門的知識の存在が認め
られる。 
（４）「障害の医学モデル」による知的障害
概念によって，診断を受けると同時に、当事
者の成長をも否定するものとなり、一般の人
びとによるスティグマ形成を促すだけでな
く、当事者の QOL を高める支援的言語的コ
ミュニケーションの可能性を否定すること
となっている。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している 
 重度知的障害者と呼ばれる人びとへどの
ような支援が求められるのかについて、当事
者家族へのインタビュー、海外への調査、歴
史的文献研究など、幅広く研究を推進してい
る。 
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４．今後の研究の推進方策 
 障害当事者運動がもとめた「障害の社会モ
デル」に基づく支援、障害のある人の尊厳あ
る支援とは、どのような支援かを構想するた
めに、諸外国の先進的取り組みの実際につい
て学び、とりわけ、先進的取り組みのパラダ
イムを明らかにすると共に、当事者中心の実
践を支援する側の専門的知識や具体的な支
援内容を明らかにして，日本の現実をいかに
変えていくかの方向および支援に携わる専
門家に提言するべく調査研究を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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